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更
新

「
あ
じ
さ
い
【
紫
陽
花
】
」あ
ぢ
さ
ゐ

萩
原

義
雄

江
戸
時
代
の
曲
亭
馬
琴
『
増
補
俳
諧
歳
時
記
栞
草
』
〔
夏
之
部
あ
〕
に
、

紫
陽
花

四
葩
花

[

韻
語
陽
秋]

唐
の
招
賢
寺
に
山
花
あ
り
。
色
紫
、
氣
香
し
く
、
穠
麗
愛
す
べ

あ

じ

さ

ゐ

よ
ひ
ら
の
は
な

せ

う

け

ん

じ

か
う
ば

れ
い

し
。
人
、
其
名
を
知
る
者
な
し
。
白
樂
天
、
こ
れ
を
過
て
標
を
な
す
。
其
名
を
紫
陽
と
い
ふ
。[

和
漢
三
才
圖
繪]

よ
ぎ
り

へ
う

し

や

う

其
莖
叢
生
す
。
莖
・
葉
、
綉
毬
の
葉
に
似
て
、
五
月
花
を
ひ
ら
く
、

云
云
。
此
花
も
ま
た
て
ま
り
の
花
に
似
て
、

そ
の
く
き

く
き

は

て

ま

り

淡
碧
色
。
一
名
、
四
葩
の
花
。[
夫
木]
あ
ぢ
さ
ゐ
の
は
な
の
よ
ひ
ら
は
お
と
づ
れ
て
な
ど
い
な
の
め
の
な
さ
け
ば
か

う
す
み
ど
り
い
ろ

よ

ひ

ら

り
は

俊
頼

と
あ
っ
て
、
日
本
人
が
梅
雨
時
に
風
情
を
感
ず
る
花
の
一
つ
と
し
て
、
和
名
「
あ
ぢ
さ
ゐ
」
と
し
て
今
も
親
し
ま
れ

て
い
る
花
が
あ
る
。
そ
の
語
源
は
、
大
槻
文
彦
編
『
大
言
海
』
に
い
う
「
集
真
藍
（
あ
ず
さ
あ
い
）
」
と
い
う
こ
と
ば
で

あ
り
、
「
あ
づ
」
は
「
あ
つ
」
の
語
根
で
集
ま
る
の
意
、
「
さ
い
」
は
「
さ
あ
い
」
（
真
藍
）
か
ら
き
た
こ
と
ば
で
、
藍
色
の
花

が
い
く
つ
も
集
ま
っ
て
咲
く
と
言
う
意
味
か
ら
、
こ
の
花
の
形
状
と
色
彩
と
が
複
合
化
し
て
一
つ
の
花
の
名
称
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
異
名
と
し
て
は
、
「
よ
ひ
ら
の
は
な
【
四
葩
花
】
」
と
も
呼
称
さ
れ
、
実
際
に
は
中
国
に
も
「
八

仙
花
」
と
い
う
名
で
こ
の
花
が
あ
っ
て
、
唐
の
白
楽
天(

白
居
易(

七
七
二
～
八
四
六))

が
「
招
賢
寺
」
に
て
詠
じ
た
詩

(

『
白
氏
文
集
』
の
詩
「
紫
陽
花
」
所
収)

に
見
え
て
い
る
「
紫
陽
」
の
花
の
語
は
、
そ
の
後
の
中
国
文
献
資
料
か
ら
は
な

ぜ
か
し
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
不
思
議
な
花
で
も
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
現
在
で
は
庭
園
の
草
花
と
し
て
平
地
に
も
栽
え
ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
山
地
に
咲
く
花

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
詩
人
、
そ
し
て
作
家
及
び
作
画
者
た
ち
の
目
を
奪
う
花
の
対
象
か
ら
も
疎
遠
な

花
の
一
種
で
あ
っ
た
。
こ
の
花
が
本
邦
に
あ
っ
て
細
々
で
は
あ
る
が
賞
美
さ
れ
た
の
は
、
仏
教
崇
拝
に
遵
っ
て
山
ご

も
り
し
て
す
ご
す
都
人
が
六
月
の
梅
雨
時
に
可
憐
な
色
合
い
を
見
せ
、
う
っ
と
う
し
い
雨
雲
の
間
隙
を
ぬ
っ
て
光

り
射
し
に
映
え
る
か
の
よ
う
に
そ
の
色
合
い
を
七
変
化
に
見
せ
て
い
く
こ
の
花
の
美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
私
は
思
う
の
で
あ
る
。
実
際
、
『
万
葉
集
』
卷
二
十
・

「
安
治
佐
為

4448

能

夜
敝
佐
久
其
等
久

夜
都
与
尓
乎

伊
麻
世
和
我
勢
故

美
都
々
思
努
波
牟

／
右
一
首
左
大
臣
寄

味
狭
藍
花
詠
也
」
の
一
首
、
平
安
期
に
六
首
、
鎌
倉
期
に
十
五
首
、
室
町
期
に
五
首
ほ
ど
が
あ
る
の
み
に
す
ぎ
な

い
。
そ
れ
に
付
随
す
る
歌
学
書
で
は
、
『
八
雲
御
抄
』
卷
第
三
に
、
「
阿
知
佐
井

万
に
、
や
へ
く
さ
と
云
り
。
歌

〔
に
〕
難
レ

詠
物
也
」
〔

頁
〕
と
記
載
が
見
ら
れ
る
。

312

ま
た
、
平
安
時
代
の
古
辞
書
源
順
編
二
十
卷
本
『
和
名
類
聚
抄
』
に
、
「
紫
陽
花
白
氏
文
集
律
詩
云
紫
陽
花
、

和
名
安
豆
佐
爲
」
〔
勉
誠
社
文
庫

⑦
〕
と
あ
り
、
か
つ
、
院
政
時
代
の
古
辞
書
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に

887

も
、
「
紫
陽
花
、
ア
ヅ
サ
井
」
〔
僧
上
五
③
〕
「
遼
、
音
便
、
ア
ツ
サ
井
」
〔
僧
上
五
三
④
〕
と
記
載
さ
れ
、
同
じ
く
黒

川
本
『
色
葉
字
類
抄
』
に
、
「
紫
陽
花
、
ア
ツ
サ
井
。
遼
、
同
」
〔
下
二
二
オ
③
〕
と
記
載
さ
れ
、
室
町
時
代
の
広
本

シ

ヤ
ウ

(

文
明
本)

『
節
用
集
』
に
、
「
紫
陽
シ
ヤ
ウ
、
ム
ラ
サ
キ
・
ミ
ナ
ミ

草
也
」
〔
草
木
門

⑤
〕
、
『
佚
名
分
類
辞
書
』
花
草
に
、

ア
ヂ
サ
ヱ

745

「
紫
陽
、
ア
ヅ
キ
イ
紫
陽
花
也
。
今
按
此
是
繍
毬
花
也
。
紫
綉
毬
レ

有
紅
綉
毬
一

」
と
あ
る
。
江
戸
時
代
の
『
書
字
考

シ

ヤ
ウ

サ

シ

ヨ

ウ

ク

ワ

シ
ウ
キ
ウ
ク
ワ

シ

シ

ウ

キ

ウ

コ
ウ
シ
ウ
キ
ウ

節
用
集
』(

村
上
平
樂
寺
藏
版)

に
は
、
「
紫
陽
花
ア
ヅ
サ
イ[

白
文
集]

／[

夫
木
集]

。
線
繍
花
」
〔

①
〕
と
あ
る
。
本

ア

チ

サ

井

同

485

邦
古
辞
書
に
あ
っ
て
は
、
「
紫
陽
花
」
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
草
学
か
ら
こ
の
花
を
見
た
と
き
、
花
び
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ら
は
解
熱
剤
に
、
葉
は
瘧
病
に
特
効
が
あ
る
の
み
で
な
く
、
そ
の
堅
い
茎
は
木
釘
や
楊
枝
の
材
と
な
っ
た
。
こ
の
こ

お
こ
り

と
は
古
の
寺
院
が
担
っ
た
医
療
実
務
に
は
必
須
な
藥
草
の
一
種
で
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
も
、
仏
教
社
会
と
は
密

接
な
花(
植
物)

の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
見
る
の
だ
が
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

馬
琴
は
中
世
の
歌
人
俊
頼
の
『
夫
木
和
歌
集
』
卷
九
所
出
の
和
歌
「
あ
ぢ
さ
ゐ
の
は
な
お
と
づ
れ
て
な
ぞ
い
な
の

め
の
な
さ
け
ば
か
り
は
」
の
歌
を
引
用
す
る
。
江
戸
時
代
の
俳
人
松
雄
芭
蕉
も
「
紫
陽
花
や
帷
子
時
の
薄
浅
黄
」

(

陸
奥
鵆)

と
詠
む
。
ま
た
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
医
師
と
し
て
来
日
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
（
オ
ラ

ン
ダ
人
）
が
愛
妾
で
あ
っ
た
長
崎
丸
山
の
遊
女
、
楠
本
滝
「
お
滝
さ
ん
」
を
「
オ
タ
ク
サ
」
と
呼
び
、
こ
れ
を
紫
陽
花

の
学
名
「Hyd

ran
gea

M
acro

p
h
ylla

var.
o
tak

sa

」
に
し
出
版
し
た
こ
と
で
一
気
に
世
界
へ
広
ま
っ
た
も
の
で
あ

る
。そ

う
い
う
私
も
こ
の
紫
陽
花
の
好
き
な
一
人
で
あ
る
。
現
在
、
お
り
し
も
こ
の
時
節
に
「
母
の
日
」
と
い
う
記
念

日
が
あ
り
、
こ
の
日
に
は
通
例
「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
花
を
贈
る
習
慣
が
根
付
い
て
い
る
。
だ
が
、
日
持
ち
の

良
い
「
紫
陽
花
」
を

「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
代
わ
り
に
母
に
贈
る
人
も
い
る
。
故
郷
の
庭
に
一
苗
一
苗
栽
え
つ
づ
け

ら
れ
、
や
が
て
「
紫
陽
花
」
の
園
が
こ
の
方
の
家
に
誕
生
す
る
日
も
そ
う
遠
く
は
無
か
ろ
う
と
思
い
を
は
せ
る
と

き
、
母
と
娘
の
ま
さ
に
思
い
で
深
い
花
と
も
な
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
。

現
代
で
は
、
「
あ
じ
さ
い
」
は
、
各
地
の
寺
院
に
そ
の
花
が
植
栽
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
愛
で
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
あ
じ
さ
い
寺
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
多
く
の
参
拝
者
の
目
を
和
す
る
花
模
様
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

《
補
注
》

※
大
槻
文
彦
編
『
大
言
海
』
に
、
「
あ
ぢ
さ
ゐ
（
名
）
【
紫
陽
花
】
〔
集
眞
藍
の
約
転
（
阿
治
の
語
原
を
見
よ
、
眞
青
、

あ
づ
さ
あ
ゐ

さ

あ

を

さ
を
と
な
る
）
〕
又
、
あ
づ
さ
ゐ
。
灌
木
の
名
。
高
き
は
五
六
尺
に
至
る
、
葉
は
、
對
生
し
て
、
大
き
さ
四
五
寸
あ

り
、
長

楕
に
し
て
、
先
き
尖
り
、
周
辺
に
鋸
葉
あ
り
、
初
夏
に
、
茎
の
頭
に
、
小
さ
き
花
を
開
く
、
四
弁
に
し
て
、

な
が
い
び
つ

数
十
む
ら
が
り
咲
く
、
歌
に
、
四
枚
の
花
と
詠
め
り
、
色
は
、
初
め
、
黄
白
に
し
て
、
後
に
、
碧
、
或
は
、
淡
紫
等
に

変
ず
、
故
に
七
変
化
の
名
あ
り
。
紫
繍
毬
。
万
葉
集
、
四

「
味
狭
藍
」
同
、
二
十

「
安
治
佐
爲
の
、
八
重
咲
く

あ

ぢ

さ

ゐ

あ

ぢ

さ

ゐ

57

46

ご
と
く
」
六
帖
、
六
、
草
「
あ
ぢ
さ
ゐ
の
、
花
の
四
片
に
、
逢
ひ
見
て
し
が
な
」
倭
名
抄
、
二
十

「
白
氏
文
集
律
詩

よ

ひ

ら

16

云
、
紫
陽
花
、
安
豆
佐
爲
」
名
義
抄
「
同
、
あ
づ
さ
ゐ
」
〔
八
〇
④
〕
と
記
載
す
る
。

あ

づ

さ

ゐ

※
「
紫
陽
花

白
居
易
」
の
詩
は
、
前
書
き
に
「
招
賢
寺
有
二

山
花
一
樹
一

、
無
二

人
知
一
レ

名
、
色
紫
花
気
香
、
花

芳
麗
可
レ

愛
、
頗
類
二

仙
物
一

、
因
以
紫
陽
花
一

名
レ

之
」
と
し
、

何
年
植
向
二

仙
壇
上
一

早
晩
移
栽
到
二

梵
家
一

雖
レ

在
二

人
間
一

人
不
レ

識

與
レ

君
名
作
二

紫
陽
花
一
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と
い
う
。
こ
の
「
紫
陽
花
」
は
紫
色
の
花
が
咲
く
木
犀
で
あ
り
、
唐
の
李
徳
裕
が
『
平
泉
草
木
記
』
で
「
紫
桂
」
と
し
、

本
邦
に
は
産
し
な
い
樹
木
で
あ
る
と
し
た
。
源
順
が
こ
の
表
記
に
「
安
豆
佐
爲
」
と
認
定
し
た
こ
と
が
今
日
ま
で
誤

認
さ
れ
、
継
承
さ
れ
続
け
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
花
の
紫
色
は
、
邦
人
の
目
に
は
一
つ
の
確
か
さ
と
し
て
伝
え
ら
れ

て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

※
『
名
義
抄
』
『
色
葉
字
類
抄
』
の
も
う
一
つ
の
表
記
字
「
遼
」
の
字
だ
が
、
新
撰
字
鏡
に
、
「
遼
、
止
毛
久
佐
又
安

地
佐
井
」
（
巻
七

⑦
）
と
し
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
字
鏡
集
』
卷
第
二
に
、
「
遼
、
音
便
／
ア
ツ
サ
へ
」
〔
卅
五
オ

453

①
〕
と
記
載
が
見
え
て
い
る
。
昌
住
が
こ
の
表
記
字
を
何
に
よ
り
、
「
安
地
佐
井
」
と
収
録
し
た
の
か
が
焦
点
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
遼
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
『
康
煕
字
典
』
に
、
「
遼
集
韻
、
毘
連
切
音
跿
、
類
篇
、

遼
縷

草
名
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
が
何
故
こ
の
花
の
名
と
な
っ
た
か
は
、
編
纂
者
昌
住
に
し
か
解
し
得
て
い
な
い
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
、
学
僧
の
手
に
な
る
古
辞
書
か
ら
や
が
て
は
公
家
・
武
家
な
ど
の
智
者
が
そ
の
所
以
を
検
証
す
る
こ

と
な
く
、
文
字
表
記
と
し
て
今
日
ま
で
定
着
を
み
て
き
た
表
記
漢
字
の
一
種
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
事
柄
に
つ

い
て
は
、
漢
学
者
の
目
は
冷
や
や
か
で
あ
り
、
こ
の
文
字
表
記
に
「
あ
づ
さ
ゐ
」
、
転
じ
て
「
あ
ぢ
さ
い
」
「
あ
ぢ
さ
ゑ
」

「
あ
ぢ
さ
へ
」
な
ど
の
和
名
は
、
一
切
収
録
を
し
な
い
と
い
う
の
が
鉄
則
し
た
編
纂
方
針
の
よ
う
で
あ
る
。
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〔
補
説
箇
所
〕

あ
じ
さ
い
の
語
源

集
真
藍
（
あ
ず
さ
あ
い
）

本
物
の
藍
で
染
め
た
よ
う
な
色
の
花
が

た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
咲
く
こ
と
に
由
来
す
る
。

あ
じ
さ
い
の
学
名

〈
ハ
イ
ド
ラ
ン
ゲ
ア

マ
ク
ロ
フ
ィ
ラ

オ
タ
ク
サ
〉
命
名
者
は
江
戸
時
代
後
期
に
長
崎
出
島
の
オ
ラ

ン
ダ
商
館
の
医
師
と
し
て
来
日
し
た
「
シ
ー
ボ
ル
ト
（
オ
ラ
ン
ダ
人
）」
で
あ
る
。

彼
は
日
本
人
妻
楠
本
滝
「
お
滝
さ
ん
」
を
「
オ
タ
ク
サ
」
と
呼
び
そ
の
ま
ま
紫
陽
花
の
学
名
に
し
た
。

日
本
に
し
か
な
か
っ
た
紫
陽
花
の
花
は
彼
の
出
版
し
た
本
で
一
気
に
世
界
へ
広
ま
っ
た
。

ゆ
き
の
し
た
科

日
本
原
産
。
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
が
母
種

土
壌
が
酸
性
の
時
＝
青
色
の
花
が
咲
く

ア
ル
カ
リ
性
の
時
＝

紅
色
の
花
が
咲
く

紫
陽
花
考
（
そ
の
１)

あ
じ
さ
い
の
語
源
（
そ
の
１
）

あ
じ
さ
い
は
、
旧
仮
名
遣
い
で
は
、
あ
ぢ
さ
ゐ
と
表
記
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
発
音
はa

-
d
i
-
s
a

-
wi

に
近
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

牧
野
植
物
図
鑑
な
ど
に
よ
る
と
あ
ぢ
さ
ゐ
の
語
源
は
、
「
集
真
藍

=
a
d
u
-
s
a
-
a
w
i

」
で
、
本
物
の
藍

で
染
め
た
よ
う
な
色
の
花
が
沢
山
集
ま
っ
て
咲
く
こ
と
に
由
来
す
る
と
の
こ
と
。

あ
じ
さ
い
は
、
日
本
固
有
の
植
物
で
、
和
名
類
聚
抄
に
も
「
紫
陽
花=

安
豆
佐
為
」
と
し
て
採
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

紫
陽
花
と
い
う
漢
字
表
記
は
、
和
名
類
聚
抄
に
よ
れ
ば
、
白
氏
文
集
の
七
言
律
詩
に
あ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
私
が
確
認
で
き
る
中
国
植
物
図
鑑
や
中
日
辞
典
の
中
に
は
紫
陽
花
の
文
字
は
見

当
た
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
紫
陽
花
と
表
記
し
て
も
、
あ
く
ま
で
も
日
本
固
有
の
あ
じ
さ
い
を
意
味

す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
あ
ぢ
さ
ゐ
は
、
現
在
の
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
を
い
い
、
現
在
の
紫
陽
花
は
、
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
を
原

種
と
す
る
園
芸
種
と
の
こ
と
で
す
。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

紫
陽
花
考
（
そ
の
２
）

あ
じ
さ
い
の
語
源(

そ
の
２)

：

紫
陽
花
と
い
う
漢
字
表
記
に
つ
い
て

紫
陽
花
と
い
う
漢
字
表
記
が
文
献
上
に
表
れ
る
の
は
、
和
名
抄(

倭
名
類
聚
鈔
の
略
、
源
順
著
、1

0

世
紀
前
半)

が
最
初
と
思
わ
れ
ま
す
。

あ
じ
さ
い
に
、
紫
陽
花
と
い
う
漢
字
が
あ
て
ら
れ
た
の
は
和
名
抄
成
立
以
前
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。

紫
陽
花
の
典
拠
は､

中
唐
時
代
の
詩
人
、
白
居
易(

7
7
2
-
8
4
6)

の
詩
文
集
「
白
氏
文
集
」
中
の
詩
「
紫
陽
花
」
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で
す
。日

本
で
は
、
白
氏
文
集
は
、
白
居
易
の
生
存
中
に
す
で
に
渡
来
し
た
と
も
言
わ
れ
、
し
か
も
貴
族
階

級
に
広
く
愛
読
さ
れ
た
の
で
「
紫
陽
花
」
と
い
う
詩
も9

世
紀
後
半
に
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

「
紫
陽
花
」
と
い
う
詩
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

「
紫
陽
花

白
居
易
」

何
年
植
向
仙
壇
上

何
れ
の
年
に
か
仙
壇(

仙
境)

の
ほ
と
り
に
植
え
た
る
、

早
晩
移
栽
到
梵
家

い
つ
か
移
し
う
え
て
梵
家(

寺)

に
到
れ
る
。

雖
在
人
間
人
不
識

人
間
に
在
り
と
い
え
ど
も
人
識
ら
ず
、

与
君
名
作
紫
陽
花

君
の
た
め
に
名
づ
け
て
紫
陽
花
と
な
す
。

こ
の
詩
に
は
、
概
要
つ
ぎ
の
よ
う
な
前
書
き
が
あ
り
ま
す
。

「
招
賢
寺
に
花
を
着
け
た
１
本
の
木
が
あ
る
が
、
そ
の
木
の
名
を
誰
も
知
ら
な
い
。
花
は
、
色
が
紫
で
、

香
り
が
良
く
、
大
変
に
美
し
く
ま
さ
に
仙
境
に
ふ
さ
わ
し
い
花
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
花
を
紫
陽
花
と
名

づ
け
た
。
」

中
国(

唐)

文
化
に
憧
れ
て
い
た
平
安
人
に
と
っ
て
は
、
こ
の
「
紫
陽
花
」
が
ま
さ
に
あ
じ
さ
い
で
あ

る
と
思
い
込
ん
だ
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

た
だ
、
白
居
易
が
名
づ
け
た
花
が
、
本
当
に
あ
じ
さ
い
で
あ
っ
た
か
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
あ
じ

さ
い
は
、
１
本
の
木
と
表
現
す
る
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
よ
う
な
ブ
ッ
シ
ュ
状
の
生
え
方
を
す
る
し
、
香

り
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
あ
じ
さ
い
で
は
な
く
、
あ
じ
さ
い
同
様
、
中
国
に
と
っ
て
は
外
来

植
物
で
あ
っ
た
ラ
イ
ラ
ッ
ク
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
人
も
い
る
。
（1

9
9
9
.
6
.
1
7

朝
日
新
聞
、
天
声
人

語
）「

紫
陽
花
」
と
い
う
名
が
、
中
国
に
お
い
て
は
、
大
詩
人
白
居
易
の
命
名
に
も
か
か
わ
ら
ず
広
ま
ら
な

か
っ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
詩
そ
の
も
の
が
ご
挨
拶
程
度
の
詩
で
魅
力
に
乏
し
く
、
人
口
に
膾
炙
し
な

か
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
比
べ
、
日
本
で
は
完
全
に
定
着
し
、
紫
陽
花
を
あ
じ
さ
い
と
読
め
な
い
人
は
い
な
い
と
思
わ

れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
白
居
易
も1

2
0
0

年
前
の
昔
、
日
本
で
紫
陽
花
の
文
字
が
こ
れ
ほ
ど
一
般
化
す
る
こ
と

な
ど
、
ま
し
て
や
“
紫
陽
花
倶
楽
部
”
の
名
称
に
採
用
さ
れ
る
な
ど
想
像
だ
に
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、

天
国
で
大
い
に
喜
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

紫
陽
花
考
（
そ
の
３
）

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

あ
じ
さ
い
の
語
源(

そ
の
３)

：

紫
陽
花
の
学
名
に
つ
い
て

紫
陽
花
に
は
、
学
名
と
し
て
、
古
く
は
、
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
にH

y
d
r
a
n
g
e
a

M
a
c
r
o
p
h
y
l
l
a

、
ア
ジ
サ

イ
にH

y
d
r
a
n
g
e
a

M
a
c
r
o
p
h
y
l
l
a

v
a
r
.

o
t
a
k
s
a

と
い
う
名
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ア
ジ
サ

イ
の
学
名
に
は
、
か
の
シ
ー
ボ
ル
ト(

P
h
i
l
i
p
p

F
r
a
n
z

v
o
n

S
i
e
b
o
l
d
;
1
7
9
6
-
1
8
6
6
)

の
愛
の
物
語
が
秘

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
はo

t
a
k
s
a

と
い
う
種
小
名
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。O

t
a
k
s
a

は
、
彼
の
日
本
人

妻
の
名
、
楠
本
滝
、
通
称
”
お
滝
さ
ん
”
に
由
来
す
る
と
い
う
の
で
す
。

薔
薇
や
蘭
な
ど
の
園
芸
品
種
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の
愛
称
に
女
性
の
名
前
を
付
け
る
例
は
普
通
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
お
堅
い
学
名
に
自
分
の
愛
す
る
者
の
名

を
潜
ま
せ
る
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ユ
ー
モ
ア
セ
ン
ス
の
あ
る
人
間
性
を
偲
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

学
名
の
語
源
に
つ
い
て
、
少
し
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

H
y
d
r
a
n
g
e
a

は
、
属
名
で
“
ア
ジ
サ
イ
属
”(

ゆ
き
の
し
た
科)

を
意
味
し
ま
す
。H

y
d
r

は
、
語
源
が

ギ
リ
シ
ャ
語
で
“
水
”
を
意
味
し
、a

n
g
e
a

は
、
同
じ
く
ギ
リ
シ
ャ
語
源
で
“
容
器
”
を
意
味
す
る
と
の

こ
と
で
す
。
こ
の
属
名
の
由
来
は
、
紫
陽
花
が
梅
雨
時
分
に
咲
く
の
で
、
梅
雨
→
水
→H

y
d
r

に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
連
想
し
た
く
な
り
ま
す
が
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な
く
て
、
ア
ジ
サ
イ
属
の
さ
く
果(

ラ
グ
ビ

ー
ボ
ー
ル
形
で

先
端
が
裂
け
た
果
実
）
が
“
水
瓶
”
に
似
て
い
る
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
ら
し
い
。

紫
陽
花
で
は
、
さ
く
果
は
小
さ
く
て
、
そ
れ
と
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

M
a
c
r
o
p
h
y
l
l
a

は
、
種
小
名
で
、
同
様
に
ギ
リ
シ
ャ
語
源
で
、M

a
c
r
o

は
“
大
き
い
”
を
、p

h
y
l
l
a

は

“
葉
”
を
意
味
し
ま
す
。
ア
ジ
サ
イ
の
学
名
の
中
のv

a
r
.

は
、v

a
r
i
e
t
a
s

の
略
で
“
変
種
”
を
意
味
し
ま

す
。

し
た
が
っ
て
、
ア
ジ
サ
イ
の
学
名
は
、
ア
ジ
サ
イ
が
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
か
ら
派
生
し
た
変
種
で
あ
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

H
y
d
ra

n
g
e
a

“
ア
ジ
サ
イ
属
”
で
比
較
的
身
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
は
、
タ
マ
ア
ジ
サ
イ(

右

画
像
：
蕾
と
花)

、
ツ
ル
ア
ジ
サ
イ
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ(

別
名
サ
ビ
タ)
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

タ
マ
ア
ジ
サ
イ
は
、
開
花
時
期
が
ア
ジ
サ
イ
よ
り
大
分
遅
い
。
氷
取
沢
市
民
の
森
の
沢
の
流
れ
沿
い

で
も
、
暑
さ
が
増
す
頃
涼
や
か
な
青
い
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

ツ
ル
ア
ジ
サ
イ
は
、
梅
雨
の
こ
ろ
、
白
い
花
を
着
け
ま
す
。
梅
雨
の
晴
れ
間
の
大
山
に
登
る
と
大
木

に
絡
み
付
い
て
白
い
花
を
咲
か
せ
た
ツ
ル
ア
ジ
サ
イ
を
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
緑
一
色
の
山
中
に

白
い
巨
大
な
石
筍
が
出
現
し
た
よ
う
な
奇
観
を
呈
し
て
い
ま
す
。

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
は
、
夏
の
頃
、
白
い
花
を
着
け
ま
す
。
そ
の
昔
、
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
根
と
同
様
に
木
皮

か
ら
、
和
紙
を
漉
く
時
の
糊
剤
を
採
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
こ
の
木
の
名
の
由
来
で
す
。

以
前
、
こ
の
花

が
阿
蘇
山
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
咲
い
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
横
浜
近
辺
で
は
ま
だ
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

シ
ー
ボ
ル
ト
に
つ
い
て
も
ち
ょ
っ
と
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す(

こ
の
項
は
、｢

花
の
文
化
史
、
春
山
行

夫
著｣

に
よ
る)

。
な
お
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、
「
せ
い
ち
ゃ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

に
詳
し
く
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
幕
末
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
所
属
の
医
者
と
し
て
来
日
し
た
ド
イ
ツ
人
で
す
。

優
れ
た
眼
科
医
と
し
て
日
本
人
の
治
療
に
尽
力
し
、
名
声
と
信
用
を
得
て
、
鎖
国
下
の
日
本
に
あ
っ
て
も

別
格
の
処
遇
を
受
け
、
か
な
り
自
由
な
行
動
が
と
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
比
較
的
自
由
な
行
動
の
中

に
あ
っ
て
、
鳴
滝
塾
で
日
本
人
に
医
学
教
育
を
ほ
ど
こ
す
と
と
も
に
、
日
本
そ
の
も
の
に
多
大
な
興
味
を

抱
き
、
就
中
、
植
物
に
は
特
に
関
心
を
持
ち
、
採
集
、
分
類
、
命
名
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
に
紫
陽
花
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
以
前
に
英
国
に
は
中
国
か
ら
実
物
が
も
た
ら
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
の
植
物
へ
の
関
心
は
純
粋
に
学
術
的
な
も
の
で
は
な
く
、
園
芸
家

的
な
興
味
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
西
欧
人
に
は
大
航
海
時
代
以
降
、
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
テ
ィ
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ン
グ
の
伝
統
が
あ
り
、
そ
の
表
わ
れ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
で
国
外
追
放
と

な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
に
戻
り｢

日
本
誌｣

、｢

日
本
植
物
誌｣

な
ど
を
著
わ
し
ま
し
た
。
日
蘭
修
好
通
商
条
約
が

締
結
さ
れ
た
後
、
再
度
来
日
し
て
い
ま
す
。

紫
陽
花
考
（
そ
の
４)

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

紫
陽
花
の
花
の
色
に
つ
い
て

い
よ
い
よ
花
の
季
節
、
色
と
り
ど
り
の
花
々
が
咲
き
競
う
季
節
で
す
。
紫
陽
花
の
花
の
色
を
説
明
す

る
前
に
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
花
々
の
色
の
元
、
色
素
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
然
界
の
花
の
色
素
は
、
そ
の
化
学
構
造
か
ら
、
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
花
の
色

素
は
、
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
か
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
に
属
す
よ
う
で
す
。

┌
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
―
┬
―
フ
ラ
ボ
ン
、
フ
ラ
ボ
ノ
ー
ル
な
ど
―
―(

色
相)

淡
黄
色
～
黄
色

｜

｜

｜

└
―
―
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
類
―
―
―
―
―
―
―(

色
相)

赤
色
～
青
色

花
の
色
素
―
┤├

カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―(

色
相)

黄
色
～
橙
色

｜└
そ
の
他

こ
の
分
類
は
、
化
学
構
造
に
基
づ
く
も
の
で
す
が
、
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
の
場
合
、
化
学
構
造
は
似
て
い
る

と
は
い
え
、
フ
ラ
ボ
ン
、
フ
ラ
ボ
ノ
ー
ル
な
ど
と
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
類
と
は
そ
の
性
質
が
か
な
り
異
な
り

ま
す
。

色
相
が
異
な
る
だ
け
で
な
く
、
酸
、
ア
ル
カ
リ
に
対
す
る
挙
動
が
か
な
り
異
な
り
ま
す
。
フ
ラ
ボ
ン
、

フ
ラ
ボ
ノ
ー
ル
な
ど
は
比
較
的
安
定
で
あ
る
の
に
対
し
て

ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
類
はp

H
(

酸
性
度)

や
共
存

す
る
他
の
物
質
の
影
響
を
受
け
て
、
色
相
が
赤
色
か
ら
青
色
の
範
囲
で
多
彩
に
変
化
し
ま
す
。

紫
陽
花
の
場
合
、
花
の
色
が
赤
色
か
ら
青
色
に
変
化
し
た
り
、
西
洋
紫
陽
花
の
よ
う
に
赤
色
の
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
色
は
違
っ
て
も
、
色
素
は
皆
同
一
で
、
あ
る
種
の
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
系
色
素1

種
だ
け
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
、
あ
る
種
の
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
系
色
素
が
、
あ
る
種
の
酸
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の

相
互
作
用(

錯
体
を
形
成
す
る)

を
受
け
て
色
の
変
化
を
呈
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ア
ン
ト
シ

ア
ニ
ン
、
酸
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
３
者
の
比
率
の
微
妙
な
変
化
が
紫
陽
花
の
色
に
反
映
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

こ
の
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
は
、
酸
が
存
在
す
る
だ
け
で
は
赤
色
で
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
存
在
が
色
相

の
変
化
に
寄
与
し
、
こ
の
比
率
が
増
す
に
つ
れ
て
青
色
が
増
し
て
い
く
よ
う
で
す
。

話
は
紫
陽
花
か
ら
離
れ
ま
す
が
、
近
年
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
る
も
の
の
健
康
効
果(

癌
予
防
、
老
化

防
止
な
ど)

が
と
み
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
間
の
体
内
で
は
、
過
剰
の
活
性
酸
素
は
、
細
胞
を
傷
つ

け
る
の
で
癌
の
原
因
に
な
っ
た
り
、
老
化
を
促
進
し
た
り
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ポ
リ
フ
ェ
ノ

ー
ル
は
、
化
学
的
に
活
性
酸
素
と
反
応
し
や
す
く
、
活
性
酸
素
を
取
り
除
く
効
果
が
期
待
さ
れ
る
わ
け
で
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す
。ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
、
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
の
仲
間
で
、
１
種
類
の
化
合
物
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
化
合
物
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
類
と
フ

ラ
ボ
ノ
イ
ド
で
あ
る
タ
ン
ニ
ン
類
で
あ
り
、
お
茶
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
で
あ
る
カ
テ
キ
ン
も
タ
ン
ニ
ン
の

一
種
で
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
将
来
い
ず
れ
の
日
に
か
、
紫
陽
花
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
か
ら
癌
予
防
薬

や
ら
老
化
防
止
薬
や
ら
が
発
見
さ
れ
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

紫
陽
花
考
（
そ
の
５/

終)

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

紫
陽
花
を
テ
ー
マ
に
し
た
文
芸
作
品

か
わ
ら
版
の
題
名
を
紫
陽
花
に
関
す
る
文
芸
作
品
と
し
た
も
の
の
、
思
い
当
た
る
作
品
な
ど
ひ
と
つ

も
な
い
の
で
図
書
館
を
当
た
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
文
芸
作
品
の
み
な
ら
ず
、
絵
画
な
ど
も
と
考

え
て
調
べ
始
め
た
の
で
す
が
こ
れ
が
ま
た
簡
単
で
は
な
く
、
腰
を
落
ち
着
け
て
取
り
組
ま
な
い
と
だ
め
な

こ
と
が
分
か
り
途
中
で
あ
き
ら
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
頼
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
手
始
め
に
文
芸
作
品
を
、
神
奈
川
県
立
近
代
文
学
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
蔵
書
検
索
で
、
キ

ー
ワ
ー
ド
「
紫
陽
花｣

､
｢

ア
ジ
サ
イ｣

､
｢

あ
じ
さ
い｣

､
｢

あ
ぢ
さ
ゐ｣

で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
重
複
し
て
い
る

書
誌
を
を
除
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ6

3

件
、9

件
、1

2

件
、6

件
の
合
計9

0

件
も
の
多
数
の
近
代
文
学
書
誌
が
検

出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
書
誌
名
を
み
る
と
、
小
説
、
詩
歌
集
、
随
筆
集
な
ど
が
含
ま
れ
る
よ
う
で
す
が
、

ど
れ
も
過
去
に
読
ん
だ
も
の
は
な
く
い
く
つ
か
読
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
が
・
・
・
永
井
荷
風
の｢

あ

ぢ
さ
ゐ｣

、
吉
行
淳
之
介
の｢

紫
陽
花｣

な
ど
な
ら
紫
陽
花
の
情
緒
が
く
み
取
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

絵
画
に
関
し
て
は
、Y

a
h
o
o

！J
a
p
a
n

で
「
紫
陽
花

絵
画
」
で
検
索
す
る
と
件
名
と
し
て
は
相
当
数

検
出
さ
れ
ま
す
が
、
古
今
東
西
の
名
画
を
紹
介
す
る
よ
う
なH
P

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た(

著
作
権
へ
の
配

慮
？)

。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
離
れ
て
身
近
な
資
料
を
調
べ
て
み
る
と
、
日
本
経
済
新
聞(

2
0
0
0

年4

月1
2

日)

文
化
面
に
ア
ジ
サ
イ
研
究
家
山
本
武
臣
と
い
う
人
の
随
筆
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
古
来
、

紫
陽
花
は
美
し
い
花
の
割
に
は
冷
遇
さ
れ
て
お
り
、
日
本
的
な
花
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
全
国
各
地
に
紫
陽
花
寺
が
登
場
し
た
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
と
嘆
い
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
和
歌

を
み
て
も
、
古
く
江
戸
期
以
前
で
は
万
葉
集
に
二
首
、
平
安
期
に
六
首
、
鎌
倉
期
に
十
五
首
、
室
町
期
に

五
首
ほ
ど
が
あ
る
の
み
と
の
こ
と
で
す
。

万
葉
集
の
一
首
「
紫
陽
花
の

八
重
咲
く
如
く
弥(

や)

つ
代
に
を

居
ま
せ
我
が
背
子

見
つ
つ
偲
ば

む(

橘
諸
兄)

｣

は
、
文
字
通
り
読
む
と
相
聞
歌
の
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、
同
氏
著
の
単
行
本｢

ア
ジ
サ
イ

の
話｣

に
よ
る
と
、
実
態
は
そ
う
で
は
な
く
、
藤
原
氏
と
の
政
争
の
中
で
、
橘
氏
が
そ
の
同
志
の
繁
栄
を

願
っ
て
詠
ん
だ
も
の
の
よ
う
で
背
景
に
は
相
当
生
臭
い
政
治
情
勢
が
絡
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
こ
の
和
歌
は
別
の
問
題
を
提
起
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
万
葉
の
時
代
の
紫
陽
花
は
、｢

ガ

ク
ア
ジ
サ
イ｣

で
あ
る
と
い
う
の
が
定
説
の
よ
う
で
す
が
、｢

八
重
咲
く｣

と
い
う
表
現
を
根
拠
に
、
当
時
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既
に
現
在
の｢

ア
ジ
サ
イ｣

が
あ
っ
た
と
す
る
主
張
も
あ
っ
て
定
説
に
若
干
の
混
乱
を
生
じ
て
い
る
よ
う
で

す
。紫

陽
花
は
、
花
の
風
情
か
ら
み
て
、
川
柳
に
は
な
じ
ま
な
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
念
の
た
め
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
ま
し
た
。
思
惑
に
反
し
結
構
詠
ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
中
の
一
句
に
、｢

ク

リ
ッ
ク
し

紫
陽
花
満
ち
て

結
果
よ
し｣

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
え
？

相
澤
さ
ん
は
川
柳
も
お

詠
み
に
な
る
の
か
と
、
作
者
名
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、｢

N
o
b
o
r
u

K
a
d
o
｣

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ど
う

も
別
人
の
よ
う
で
す
の
で
、
句
の
方
を
よ
く
よ
く
確
認
し
た
と
こ
ろ
、｢

ク
リ
ッ
ク
し｣

で
は
な
く
、｢

ク

リ
ニ
ッ
ク｣

で
し
た
。
病
院
で
の
検
査
結
果
が
良
か
っ
た
の
で
紫
陽
花
の
花
の
よ
う
に
晴
れ
晴
れ
と
し
た

気
分
に
な
っ
た
と
詠
ん
だ
も
の
で
し
た
。
一
文
字
二
文
字
の
違
い
で
全
く
違
っ
た
内
容
に
な
っ
て
し
ま
う

も
の
で
す
ね
。

(

二
枚
の
写
真
は
、
本
文
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
下
の
写
真
は
、
白
い
花
を
沢
山
着
け
た
、
大
山
の
ツ

ル
ア
ジ
サ
イ
で
、
モ
ミ
の
木
に
よ
じ
登
っ
て
６
～
７
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
な
っ
て
ま
す
。)

あ
じ
さ
い
の
い
が
い
な
謎
？

江
戸
時
代
に
は
、
移
り
気
、
心
変
わ
り
、
裏
切
り
の
象
徴
と
し
て
忌
み
嫌
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

公
園
や
お
寺
で
紫
陽
花
の
名
所
が
増
え
て
来
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
紫
陽
花
の
イ
メ
ー
ジ
が
変

わ
っ
て
き
た
戦
後
に
植
樹
さ
れ
た
物
だ
そ
う
で
す
。

も
と
も
と
紫
陽
花
は
、
日
本
に
自
生
し
て
い
た
萼
紫
陽
花
（
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
）
が
母
種
で
後
に
欧
州
に

渡
り
品
種
改
良
さ
れ
、
逆
輸
入
さ
れ
広
く
一
般
に
広
ま
っ
た
も
の
で
す
。
戦
後
植
樹
さ
れ
た
名
所
の
紫
陽

花
も
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
逆
輸
入
の
品
種
で
す
。
欧
州
で
は
ア
ル
カ
リ
土
壌
が
多
い
の
で
日
本
と
は
逆
に

ピ
ン
ク
の
物
が
主
流
だ
そ
う
で
す
。

あ
じ
さ
い
の
語
源
は
、
「
あ
づ
さ
い
」
と
言
う
言
葉
が
変
化
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
、
「
あ
づ
」
は
「
あ

つ
」
で
集
ま
る
の
意
、
「
さ
い
」
は
「
さ
あ
い
」
（
真
藍
）
か
ら
き
た
言
葉
で
、
青
い
花
が
集
ま
っ
て
咲
く

と
言
う
意
味
の
言
葉
で
す
。
日
本
は
酸
性
土
壌
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
自
生
種
は
、
ほ
と
ん
ど
青
い
花

だ
っ
た
は
ず
で
す
。
移
り
気
、
心
変
わ
り
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
裏
腹
に
あ
じ
さ
い
の
語
源
は
青
い
花
と
決

め
つ
け
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
た
意
外
で
す
ね
え
。

で
も
、
こ
の
「
紫
陽
花
」
と
い
う
漢
字
で
ど
う
し
て
「
あ
じ
さ
い
」
と
読
む
の
で
し
ょ
う
か
？

ど
う
考
え
て
も
こ
れ
は
、
完
全
に
当
て
字
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
よ
ね
え
。
物
の
本
に
よ
る
と
平
安
時

代
に
唐
の
白
楽
天
の
詩
に
あ
っ
た
「
紫
陽
花
」
と
い
う
花
名
を
、
強
引
に
も
日
本
の
あ
じ
さ
い
に
あ
て
て

し
ま
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。
誰
が
そ
う
し
て
し
ま
っ
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
よ

っ
ぽ
ど
「
紫
陽
花
」
の
字
か
ら
く
る
イ
メ
ー
ジ
が
気
に
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
し
か
も
、
も
と
も
と
の

中
国
の
「
紫
陽
花
」
と
い
う
花
が
ど
ん
な
花
か
つ
い
て
は
、
未
だ
に
よ
く
わ
か
ら
な
い
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
中
国
で
も
あ
じ
さ
い
は
、
咲
い
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
、「
八
仙
花
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
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